
約束するのは、止まらない機械

Z軸巻き取りシートの交換

立形マシニングセンタ



ボールねじの摩耗や加工不良につながります

L-008-v1

ご相談・お見積りはこちらから

Z軸巻き取りシートとは

作業内容

価格

対象機種

右の二次元コードから
専用サイトで
ご確認ください。

Z軸巻き取りシートは、Z軸駆動部(ボールねじ・ベアリング)を切りくずや切削液から守っています。

たるみ 切れ目、穴

01 状態確認

現状の確認を行います。

02 巻き取りシート交換

古いシートの取り外し、機械側の清掃、
新しい巻き取りシートの取付けを行います。

03 動作チェック

Z軸全ストロークで動作確認を行います。

作業時間（目安）：約4～8時間

V22、V33、V56、V77、V99

GF6、GF8、GF12/20

D300、D500、FNC74

このような光景に見覚えはありませんか？

※機種により異なります。

たるみや切れ目から切りくずや切削液が浸入

完全には破れていなくても、

“まだ大丈夫”が故障の原因です

■巻き取りシートの破損例

ボールねじ・ベアリングの早期摩耗による加工不良

＊最悪の場合、マシンダウンになることも

シートの劣化が進むとトラブルが発生しやすくなりま
す。なかでも、破れやたるみは急激な破損につながり
ます。まだ大丈夫と思っていても早めの交換をお勧め
します。
特に、8～9年経過した時点で障害が増える傾向が
あります。

巻き取りシートが破損した様子。

加工不良の原因は巻き取りシート？！

巻き取りシートの劣化が

ここから切りくずや切削液が
浸入し、内側にあるボールねじ
やベアリングを摩耗させてしま
います。

たるみ、切れ目をそのままにし
ているとこうなってしまうかも
しれません‥・。
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